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バルノック PMについて(4)

〔NR配合における加硫剤としての使い方(3)〕

先に(No.286), NR配合において，通常の硫黄加硫

系（ノクセラー DM十硫黄，ノクセラー MSA十硫黄）

に，更にバルノック PM(N,N'-mーフェニレンジマレイ

ミド）を添加した場合の加硫挙動(2. ムーニースコーチ

試験， 3. レオメター試験， 4. 引張試験）について紹

介し，パルノック PMを添加することによって，高温

加硫でも，引張強さ及び引張応力の低下が抑制され，耐

加硫戻り性が改善される特徴があることを紹介した（図

1) . 
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5. 引裂試験
B型試験片使用， JISK 6301に準拠

〔表1〕

No. 

加硫系 加硫温度・時間

℃ 分

T 
(KNim) 

1 
DM(2) 
．十
PM(3) 

DM(l) 
2. + 
硫黄(2)

DM(I) 

3 
＋ 

＇ 硫黄(2)
＋ 
PM(l) 

DM(2) 
5, + 
硫黄(1)

145 

170 

190 

145 

170 

190 

145 

170 

190 

DM(l) 
＋ 

4. 硫黄(2)
＋ 
PM(2) 

145 

170 

190 

145 

170 

190 

DM(2) 

6, ＋ 硫黄(1)
＋ 
PM(2) 

145 

170 

190 

今回は，先の(No.286)継続実験データとして， 5.

引裂試験 6. 圧縮永久ひずみ試験， 7. 熱老化試験結

果を紹介し，通常の硫黄加硫系にバルノック PMを添

加した場合の特徴について述べる．

バルノック PMを添加することによって，高温加硫

下において，加硫物の引裂強さの低下が抑制され（表

1), また，圧縮永久ひずみ（表2),耐熱老化性も改善

されることが認められる（表3及び図 1).

実験（前回の続き）

配合） NR 100, ステアリン酸 3, 酸化亜鉛 5, HAFブ

ラック 40, 加硫系（表 1~表3に示す）．
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6. 圧縮永久ひずみ試験 145℃ { 0 
26. 7 450 8.1 69 

7. D硫M黄＋((20) .5) 
(40') 乱 -17 -16 +3 -1 JIS K 6301に準拠， 100℃ X70 h, 試験片： 170℃プ レス加硫物 -27 -22 +1 -2 

〔表2〕

PM＋ (3) 呵｛此
26. 1 430 8, 4 70 

記閤 CS(%)
-35 -17 -17 -6 

No. 加硫系
(18 48 -50 -25 -31 -10 

1. DM(2)+PM(3) 17' 30 呵｛此
26. 7 440 7. 9 71 

MSA(2) -32 -19 -9 +1 
2, DM(I)+硫黄(2) 13' 55 

8, 硫黄＋(!) 
(45 48 -48 -30 -17 

゜3. DM(l)+硫黄(2)+PM(1) 17' 49 

4. DM(t)+硫黄(2)+PM(2) 171 PM＋ (2) 170℃ { 0 
24. 1 460 6. 0 66 

42 
(12') 24 -46 -22 -20 -4 

5, DM(2)+硫黄(1) 131 50 48 -57 -30 -18 -6 

6. DM(2)+硫黄(t)+PM(2) 17' 33 

呵｛此
25. 9 470 6. 7 68 

7. DM(2)+硫黄(0.5)+PM(3) 231 26 MSA(2) -23 -13 -3 -4 

8, MSA(2)+硫黄(1)+PM(2) 17' 50 9. 硫黄＋(0.5) 
(55 48 -44 -25 -15 -3 

9. MSA(2)+硫黄(0.5)+PM(3) 23' 43 
PM＋ (3) 170万｛此 24.1 460 6, 4 66 

-40 -20 -16 -4 
(18 48 -57 -27 -29 -5 

（注） 老化時間o(h)は初期物性を示し，単位は Tn,M,。。が
〔MPa〕，恥が（％〕， H心〔JISA〕

7. 熱老化試験
JIS K 6301に準拠，老〔表化温3〕度： 100℃（空気加熱式老化）

闘 老間化(h時) 
TB 恥 M,oo Hs 

No. 加硫系
変化率（％） （変化）

145℃ I) { 2゚4 
20. 0 360 7, 2 65 

07~ 1 4 5°C加届A物
-49 -18 -32 -7 

1. DPMM+ ( (2) 
(45 48 -66 -21 -48 -20 

3) 
170℃ ｛此 18.4 340 7.3 64 -2'-1 ~~','---

ヽ ---------
..___ DM(2)• S(0.5) • PM(3) 

-46 -17 -26 -7 
(8') 48 -60 -17 -41 -14 

'-ヘ---. ゚゚、

145℃ I) { 2゚4 
24. 6 460 7. 0 64 併ー40
-45 -27 -7 -3 

2 . D硫M黄十((l2) ) 

(30 48 -61 -37 -21 -2 ~ 、~□‘‘゜•゚DM(l)• 5(2)• PM(2) 

17.6 4.0 61 
似 DM(1)+5(2)•PM(1) 

170℃ ｛此 450 
t-co_ 60 -50 -19 -12 -9 

(8') 48 -70 -37 -20 -12 DM(1)+5(2) 

145℃ { 0 
25. 2 440 7. 2 67 

゜
24 48 h 

'・ D硫PMM黄＋＋ ((O (<) ,) 

(351) 靡 -40 -31 +5 -3 -55 -40 H -3 

110; り［此 22. 3 450 5, 8 65 01¥" 
J 7 0°C加疏物

-47 -26 -8 -5 
(12 48 -65 -39 -15 -5 

145℃ { 0 
26. 7 430 8.6 70 -20 

D硫M如(I) (401) 424 8 -38 -34 +9 ゜-48 -43 +2 -2 
4. 2) 

ヘヽ゚....e -4 0 PM＋ (2) 叫｛此
23. 1 420 7. 0 68 
-45 -21 -15 -6 

(12 48 -60 -35 -17 -8 滸

145尺｛此 26. 1 500 5, 9 64 赳
-43 -20 -18 -8 似-60 

5. D硫M黄+((21) ) 

(30 48 -57 -28 -23 -8 

遥

十呵｛此
23. 2 520 4. 9 61 DM(l)令5(2)
-54 -23 -28 -10 

(8 48 -63 -29 -30 -11 ， 
＇ 

゜
24 48 h 

14(450℃ 1) { !゚t 27. 2 440 9. 2 68 兎／ヒ碕間 (h)

'・ D硫PMM＋黄＋(((>) ,,) ) 

-26 -21 -3 -1 
-37 -29 -4 -1 

図2 熱老化試験，引張強さ変化率

170万｛此 24.9 430 7 .6 68 
-42 -20 -12 -6 

(12 48 -56 -29 -22 -6 
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